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教員志望学生の「教材」を理解する力を
高める一方法 (3)
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1.は じめに

著者は小学校教諭 2種普通免許取得希望者

を対象に、教科指導法の 1つである “理科指

導法"を 担当している。開講年次 0時期は 1

年次・前期である。

教授者が担当科目の目標や授業内容及び授

業計画を明らかにし、それらを基に授業を行

ったとしても、教授者が意図したことを学生

が理解し、身につけているという保証はない。

したがって、教授者は学生が授業の内容を理

解しているかを把握し、授業の改善に努めな

ければならない。

著者は定期試験における答案を検討 して授

業内容を改善する試みをしている1'。

講義においては、著者は理科の目標や内容

及び指導方法を把握することの重要性を強調

している。理科の目標及び学年目標は小学校

学習指導要領
2)ゃ

小学校学習指導要領解説

理科編3)(以 下 “解説"と いう)に 記述されて

いる。しかし、学生がこれらの資料を読んで、

理科の目標及び学年目標を十分に理解してい

るか、著者は危惧 している。

そこで、授業改善の試みの 1つ として、学

生がこれらの資料を基に理科の目標及び学年

目標をよりよく理解できるように、著者は学

年目標を読み取る際の観点を4つ挙げた。そ

してこの 4つの観点から各学年の目標を読み

取 リー覧表に表 した4)。

学生が教科書を読み取る力を高めるには、

まず理科の目標や学年目標及び指導要領の

「内容」を理解することが必要である。これ

らに加えてさらに、各学年で示されている問

題解決の能力について理解を深め、問題解決

の能力を育成する視点から教科書を読み取る

ことが 1つの方法であると考えられる。

そこで著者は第 3学年で育成すべき問題解

決の能力である “比較の思考"の視点より、

学生が第 3学年の教科書をどのように読み取

ればよいか、読み取るプロセスを明らかにし

た5)。

次に第 4学年で育成すべき問題解決の能力

である事象と事象を関係づけながら捉える

“関係的思考"の視点より、学生が第 4学年

の教科書をどのように読み取ればよいか、教

科書を読み取るプロセスを明らかにした6)。

第 5学年で育成すべ き問題解決の能力は、

自然の事物・現象をそれに関わる条件に目を

向けながら調べる能力である。

本稿では、第 5学年の問題解決の能力の視

点より、教員志望の学生が第 5学年の教科書

をどのように読み取ればよいか、教科書を読

み取る要点について考察する。

2.自然の事物 。現象をそれに関わる条件に目

を向けながら調べるときの要点

2.1 条件という用語の確認

第 5学年の学年目標では、領域 “生物とそ

の環境"及 び “物質とエネルギー"に おいて、



「それらにかかわる条件に目を向けながら

調べ7)」 とぃぅ表現が見られる。条件に目を

向けながら調べるためには、学生は “条件"

という語の意味を理解する必要がある。三省

堂の “大辞林"に よれば、条件 とは、「物事

の成立あるいは実現に必要な事柄。ある事態

を引き起こす原因。物事を決定したり約束し

たりするときに、前提あるいは制約 となる

事柄
8)」 でぁる。また、岩波国語辞典には、

条件とは、「ある物事が成 り立つ、または起

こる基となる事柄のうち、その直接の原因で

はないが、しかしそれを制約するもの9)」 と

記してある。物事の成立あるいは実現に必要

な事柄・要因がいくつかあることを想定して

いる。

さらに、岩波科学百科には、条件 とは、

「あることを限定するときにつかう、文章や

式などをいう10.」 と述べられている。

2.2 自然の事物 0現象に関わる条件に着目す

る

事物・現象の変化に着目して、その変化を

起こす要因を見つけ出す場合、第 4学年で扱

った事物・現象では、変化を直接起こす要因

は 1つであった。あるいは、 1つだけに着目

して考えた。

第 5学年では、いくつかの要因が関係 して

いる事物・現象も扱っている。第 5学年では、

変化に関わる要因を自然の事物・現象が成り

立つ、あるいは生起するのに必要な事柄、す

なわち “条件"と して捉えるという新 しい見

方・考え方をする。次にそれらの条件に着目

して問題を追求する。

2.3 実験において条件を制御 し、自然の事

物 。現象の原因を推測する

ある自然の事物・現象に関係すると思われ

る事柄のうち、どの事柄が当該現象の起こる

要因であるかを推測する場合、実験において

条件を制御 して調べる方法があることを学生

は知っておくべきである。ある 1つの条件と

事物・現象との関係を提えるには、次の①、

②に従って条件を制御 して調べる方法がある。

① 当該条件 1つ だけを変える。

② 他の条件は同じにしておく。

分かりやす く言えば、自然の事物・現象を

Fと し、その生起に関係すると推測される事

柄や要因が a、 b及び cであったとする。自

然の事物・現象Fと 条件 (要 因)、 aと の関係を

明らかにするには、条件 b、 cは同じにして

条件 aを 変えて調べる。

他の条件 b、 cを 同じにするということは、

それらの諸条件 b、 cを捨象することであり、

条件 aと 事物・現象 Fと の関係が明確化さ

れることになる。

このように第 5学年では、事物・現象 F

と要因 a、 Fと b、 Fと cの関係を、制御す

べき要因と制御 しない要因とを区別しながら、

条件を統一して観察、実験などを計画的に行

うことによって調べる。そして事物・現象 F

に関わる条件を見つけ出す。

2.4 条件間の決まりを見つける

自然の事物・現象の生起、成立に関わる条

件がいくつか見つかれば、次にそれらを変数

として捉え、変数を変化させて、実験、観察

を行い、事物・現象の生起・成立に関わる条

件間の規則性を数量的に導き出す。これら要

因間の決まりもまた事物・現象の成立、生起

するときの条件として捉える。

3.事物 0現象をそれに関わる条件に着目して

問題を追求する事例

教科書に書かれていることをただ漫然と教

えても教育の効果は大きくないと考えられる。

学生が学習指導要領や “解説"及び第 2節の

“自然の事物・現象をそれに関わる条件に目

を向けながら調べるときの要点"にそって教

科書を読み取る際のポイント及び確認するべ

き事項について述べる。また、どの部分が、



導入、学習課題、話 し合い、まとめ、実験、

実験方法、実験結果等であるか押さえておく

ことが大切である。

3.1 植物の発芽

3.1.1 “条件"と いう用語を理解する

種子の発芽について、学習指導要領の “内

種子に水をあたえて発芽

させてみようc水のほか

には,何が必要かなら

水は,や つばり必要だね (
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と思うから・。

容"で は次のように述べられている。「オ直物

を育て、植物の発芽、植物の成長及び結実の

様子を調べ、植物の発芽、成長及び結実とそ

の条件についての考えをもつようにする。ア

植物は、種子の中の養分を基にして発芽する

こと。イ 植物の発芽には、水、空気及び温

度が関係していること11)。
」
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植物の発芽は、教科書 (啓林館)で は、単元

“植物の発芽と成長"で扱われている。教科

書の一部を抜粋 して資料 112)と して示す。

教科書は、本学の学生が小学校教育実習で使

用する可能性が高い新興出版社啓林館発行の

ものを用いる。

教科書の 1～ 2頁の部分は、単元導入、特

に種子の発芽についての導入である。教科書

には、「種子が発芽するには、何が必要なの

だろうか。種子をまいて、調べてみよう
13)」

と書かれている。種蒔きの経験などを基に発

芽に必要な事柄・要因を調べようとしている。

3頁 では、「植物に水をあたえて発芽させ

てみよう。水のほかに何が必要かなИ)」 と書

かれており、脱脂綿をしき、水を与えて種子

が発芽するかどうかを観察している。しかし、

“水のほかに何が必要かな"は種子に水を与

えて発芽させた後の課題であるので、ここで

は必ずしも必要ではないと考えられる。

種子に水 を与えて発芽 させた後、「水は、

やっぱり必要だねlD」 と水があれば種子が発

芽することを確認している。この段階で “水

のほかに何が必要か"と 問いかける方が分か

りやすい。そうすると、「わたしたちは、空

気をすって生きているよ。種子にも、空気が

必要かな16)」 とぃぅ問いかけがよく理解でき

ると思われる。また、種子の発芽に関わる要

因が 1つではないことを読み取ることが大切

である。

次に留意すべきことは、「種子の発芽に必

要な条 件は何か、これまでのけいけんなど

をもとに、予想 してみよう
17)」 とぃぅように

“条件"と いう用語が新 しく出てくることで

ある。発芽に必要なもの・事柄や要因を、発

芽に必要な条件と言い換えている。児童には、

まず第 1に “条件"と いう用語の意味を理解

させることが大切である。

そして発芽に必要な条件を児童が話し合い、

予想するなど、具体的に発芽に関わる条件に

着目して調べる態度を養う。

3.1.2 条件を制御して実験を行い、植物の発

芽の条件について調べる

4頁 では、「種子が発芽するには、どんな

条件が必要なのだろうか181」 と解決すべき学

習課題が出されている。第 2節第 3項 “実験

において条件を制御 し、自然の事物・現象の

原因を推測する"にそって教科書を読み取る。

教科書の一部を抜粋 して資料 219)と して示

す。

「発芽に空気が必要かどうかを調べるには

…20」 と述べられているように、考えた条件

について調べるにはどんな方法があるかを考

えさせている。変える条件は空気、同じ条件

にするものは水、温度である。

発芽に温度が関係 しているかどうかを調べ

るときは、変える条件は温度、同じ条件にす

るものは水、空気である。吹きだしに「調べ

る条件以外は、そろえておかないといけない

ね21)」 と書かれている。これはいくつかの要

因が関係する場合、それらの要因と事物・現

象との関わりを調べる実験方法のまとめとし

て捉:え るとよい。

3.2 てんびんとてこ

てこについては、支点が力点と作用点の間

にある場合が扱われている。てこについて学

習指導要領の “内容"で は次のように述べら

れている。「てこを使い、力の加わる位置や

大きさを変えて、てこの仕組みや働きを調べ、

てこの規則性についての考えをもつようにす

る。ア 水平につり合った棒の支点から等距

離に物をつるして棒が水平になったとき、物

の重さは等しいこと。イ カを加える位置や

大きさを変えると、てこを傾ける働きが変わ

り、てこがつり合うときにはそれらの間に一

定の決まりがあること22)。
」教科書の一部を

抜粋し、資料 323)と して示す。



3.2.1 てこのつり合いに関わる条件に着目す

る

教科書には、「てこはどんな条件のときつ

り合うのか、実験用てこを使って、くわしく

調べてみよう24)」 と述べられている。これは

主題 “てこのつり合い"の導入、動機づけの

部分であり、また学習内容も示している。こ

の場合の “条件"と いう語は、単に要因と言

うよりも要因間の決まりなど “あることを限

定するときの文章や式"と いう意味で使われ

隕弾輻儡輻戯

ている。

問題の解決に向けて調べる場合、第 2節で

述べたように、てこのつり合いに関わる条件

に着目して調べることが必要である。教科書

にも問題の解決へ向けて話し合い、予想を立

てるときの手だてとして、「てこのつ り合い

に関係のある条件は何か、考えてみよう
25)」

と提示されている。

「種子が発芽するには,ど んな

条件が必要なのだろうか.」
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やつてみよう…実験3

で二がつり合うとき  左のうでのおもりの重さと支点からのきょりを決
めて,それぞれ,つ り合うときの右のうでのおもり

の重さと,支点からのきょりを調べる。
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3.2.2 てこがつり合うときの規則性を見つけ

出す

次に「てこは、左右のおもりの重さと支点

からのきょりがどうなったとき、つり合うの

だろうか20」 と解決すべき学習課題、すなわ

ち、てこがつり合うとき、左右のおもりの重

さ及び支点からの距離という2つ の要因間の

くわわしたこと〉
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資料 323)て こがっ り合うときの条件

決まりを求めるという課題が具体的に提示さ

れている。

実験を通 して 2つ の要因間の決まりを求め

る場面では、おもりの数を変えた り、支点か

らの距離を変えるなど、おもりの数と距離の

関係に着目させて、つ り合う場合を調べてい

る。



そして、実験結果を整理し、要因間の決ま

りを見つける方法として、左右のおもりの重

さと支点からの距離との関係を表に表してい

る。要因間の決まりを見つけにくい表の場合

には、分かりやすいように工夫することが必

要である。

最後に、実験結果から、てこを傾ける働き

に着目し、どんなことが分かるか、てこがつ

り合うときにどんな決まりがあるか、話し合

い、考えさせればよい。「てこは、支点の左

右でうでをかたむけるはたらきが等しいとき、

つ り合 う。うでをかたむけるはたらきは、

“おもりの重さ(力 の大きさ)× 支点からのき

より"であらわすことができる2つ
」のように、

てこがつり合うときの条件がまとめられてい

る。

なお、本単元の特徴は、実験結果から帰納

的な考えを用いて規則性を見つけ出し、言葉

でまとめるだけでなく、それを式の形「重さ

(力 )× きより=重さ(力 )× きより」で捉える

ことである。帰納的な考え方を養う数少ない

教材の 1つであり、丁寧な指導が求められる。

指導法について補足すれば、実験結果から

要因間の規則性を見つけ、式に表す場面で見

られる児童のつまずきを解消するために、他

教科である算数の視点 (関数「比例」)を 取 り

入れた実践例
20ヵ

薄艮告されている。

4.各学年における問題解決の能力間の関係

第 3学年では、事物・現象を差異点や共通

点という視点から比較しながら調べる。そし

て学習の過程で事物・現象の違いに気づいた

り、比較する能力を育成することが重視され

ている。

第 4学年では、たとえば、植物と季節との

成長を関係づけて調べる。このとき、事物・

現象の差異点を事物・現象の変化として捉え

直す。そして、事物・現象の変化と関係する

要因を抽出する能力を育成することがねらい

である。

第 5学年では、事物・現象の変化 と関係す

る要因がいくつかある場合を取 り上げ、それ

らの要因を、事物・現象の成立や生起に関わ

る条件 として捉え直す。次にこれらの条件に

着 目して事物・現象 を調べ る能力 を育てる。

さらに、条件を変数 として捉え、それらを変

化させて要因間の規則性を見い出す能力を育

成 しようとしている。このように、各学年に

おける問題解決の能力を関連的、発展的に捉

えることが大切である。

5.お わりに

教員を志望する学生が教科書を読み取る能

力を高めるためには、教科書を理科の目標や

学年目標にそって読み取ることに加えて、問

題解決の能力の視点を基に読み取ることが 1

つの有効な方法であると考えられる。

第 5学年で育成すべ き問題解決の能力は、

自然の事物・現象をそれに関わる条件に目を

向けながら調べる能力である。事物 。現象を

それに関わる条件に目を向けて調べるときの

要点を確認 し、この要点にそって、教科書を

読み取れば分か りやすいことを示 した。
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